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社
協
だ
よ
り
第
41
号
の
発
刊
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

先
般
10
月
26
日
に
、昨
年
度
実
施
し
た
国
勢
調
査
の
確
定
値
が
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

総
務
省
に
よ
る
と
、
外
国
人
を
含
む
日
本
の
総
人
口
は
１
億
２
７
０
９
万
４
７
４
５

人
と
、
５
年
前
の
前
回
調
査
に
比
べ
0.8
％(

96
万
２
６
０
７
人)

減
少
し
、
国
勢
調

査
で
総
人
口
が
減
少
し
た
の
は
１
９
２
０
年
の
調
査
開
始
以
来
初
め
て
で
あ
り
、
年

齢
別
で
は
65
歳
以
上
が
３
３
４
６
万
５
４
４
１
人
と
、
全
体
の
26
・
６
％
を
占
め
、

こ
れ
も
初
め
て
４
分
の
１
を
超
え
た
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

愛
媛
県
で
は
、
20
市
町
す
べ
て
に
お
い
て
人
口
が
減
少
し
ま
し
た
が
、
本
町
の
人

口
は
12
・
41
％
（
１
１
９
７
人
）
減
少
し
、
県
内
で
最
も
人
口
減
少
率
の
高
い
自
治

体
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
65
歳
以
上
が
全
体
の
47
・
３
％
を
占
め
、
こ
れ
も
県
内
で

最
も
高
い
数
値
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
他
の
市
町
に
比
べ
て
か
な
り

早
い
ペ
ー
ス
で
本
町
の
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
本
町
の
強
み
で
あ
る
地
域
の
絆
が
徐
々
に
弱
ま
る
な

か
、
経
済
的
、
身
体
的
な
困
窮
や
孤
立
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
、
災
害
時
に
お
け

る
支
援
の
あ
り
方
や
災
害
に
備
え
た
地
域
間
の
連
携
強
化
な
ど
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
不
安
を
和
ら
げ
、
町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
町
の

担
当
部
局
や
社
会
福
祉
協
議
会
を
は
じ
め
、
福
祉
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
力
を
合

わ
せ
、
足
り
な
い
と
こ
ろ
を
補
い
な
が
ら
、
サ
ー
ビ
ス
を
必
要
と
す
る
す
べ
て
の
人

を
対
象
に
、
地
域
福
祉
・
在
宅
福
祉
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

こ
の
よ
う
な
な
か
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
現
場
の
第

一
線
に
立
ち
、
生
活
に
密
着
し
た
複
雑
な
事
項
に
日
々
誠
意
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

私
も
、
緒
に
就
い
た
ば
か
り
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
地
域
の
絆
を
大
切
に
し
て
い

く
中
で
、
福
祉
施
策
の
展
望
を
見
出
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
尽

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　

先
の
久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
理
事
会
に
お
き
ま
し
て
、
任
期
満
了
に
伴
い

ご
勇
退
さ
れ
ま
し
た
森
永
進
前
会
長
の
後
任
と
し
て
、
理
事
の
み
な
さ
ま
に
ご
推
挙

賜
り
、
会
長
の
要
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
橋
本
広
綱
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
と
よ
り

浅
学
菲
才
の
私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
河
野
新
町
長
を
は
じ
め
、
福
祉
行
政
並
び
に
各

種
関
係
機
関
の
み
な
さ
ま
の
ご
指
導
を
賜
り
な
が
ら
町
の
地
域
福
祉
の
充
実
を
め
ざ

し
、
精
一
杯
そ
の
職
責
を
果
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が
、
会
の
基
本
原
則
で
あ
る
「
地
域
福
祉
の
推
進
を
図

る
中
核
的
な
団
体
」
で
あ
り
続
け
る
う
え
で
最
も
大
切
な
こ
と
で
す
。
特
に
高
齢
化

が
激
し
い
わ
が
町
で
社
会
福
祉
の
充
実
に
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
当
会
に
あ
っ
て

は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
向
上
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
活
動
推
進
等
の
活
動

は
、
地
域
の
み
な
さ
ま
の
主
体
的
な
ご
参
加
を
無
く
し
て
は
成
り
立
っ
て
い
き
ま
せ

ん
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
の
も
と
、
久
万
高
原
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
『
と
も
に
輝

く
元
気
プ
ラ
ン
』
に
あ
る
事
業
を
実
施
し
、
検
証
し
、
時
代
の
求
め
や
み
な
さ
ま
の

ご
要
望
に
対
応
し
て
改
善
を
進
め
て
い
く
取
り
組
み
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ふ
だ
ん
の
く
ら
し
の
中
で
、「
し
ん
ど
い
思
い
」
を
抱
え
て
い
る
方
の
そ
の
し
ん

ど
い
部
分
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
く
ら
し
の
中
で
解
決
を
図
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
方

が
住
む
地
域
で
生
き
生
き
と
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
「
温
も
り
と
安
ら
ぎ
の
あ
る

住
み
や
す
い
福
祉
の
ま
ち
、
み
ん
な
で
つ
く
る
久
万
高
原
」
を
め
ざ
し
て
、
職
員
と

と
も
に
日
々
の
業
務
に
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
理
解
、
ご
協
力
賜
り
ま
す
よ
う

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

久
万
高
原
町
長

　
　
　
　

河　

野　

忠　

康

　

久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　

会
長　

橋　

本　

広　

綱

ご 

あ 

い 

さ 

つ 
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○
理
事
（
定
数　

12
名
）

　
【
任
期
】

自　

平
成
28
年
10
月
28
日

至　

平
成
30
年
10
月
27
日

会　

長

　

橋
本　

広
綱

副
会
長

　

天
野　

美
子

理　

事

　

髙
橋　

末
廣

　

日
野　

修
三

　

渡
部　

克
彦

　

梅
木　

正
一

　

十
川　

章
一

　

大
野　

昌
利

　

岡
野
早
百
合

　

岩
口　

敏
弘

　

菅　
　

光
義

　

田
城　

智
惠

久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

 

役
員
・
評
議
員
の
紹
介

　任期満了に伴い、役員（理事・監事）・評議員が改選され、次の体制になりました。
（敬称略）

○
監
事
（
定
数　

２
名
）

　
【
任
期
】

自　

平
成
28
年
10
月
28
日

至　

平
成
30
年
10
月
27
日

　

猪
上　

定
幸

　

竹
内
英
一
郎

○
評
議
員
（
定
数　

25
名
）

　
【
任
期
】

自　

平
成
28
年
10
月
21
日

至　

平
成
30
年
10
月
20
日

　

日
野　

和
也　
　

玉
井　

春
鬼

　

吉
岡　
　

卓　
　

高
岡　

公
明

　

目
戸　

繁
志　
　

西
岡　

和
夫

　

宇
都
宮
多
喜
子　

藤
原　

榮
道

　

宇
都
宮　

愼　
　

新
谷　

理
香

　

宇
和
美
代
子　
　

伊
東　

道
子

　

東
岡　

敏
枝　
　

大
野
か
お
り

　

松
浦　

正
壽　
　

織
川　

真
二

　

佐
藤
ト
シ
子　
　

渡
部　

壽
彦

　

山
本　
　

進　
　

長
山
フ
ミ
子

　

高
山　

泰
子　
　

松
下
日
出
夫

　

舘
野　

久
子　
　

近
藤　

民
子

　

大
江
は
や
子

　

こ
の
度
、
社
会
福
祉
協
議
会
副
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
天

野
美
子
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

　

こ
れ
ま
で
、
社
協
の
皆
さ
ん
と
は
サ
ロ
ン
活
動
等
で
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
が
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
繁
忙
な
職
員
の
皆
さ
ん
に
、「
お
身
体
大
丈
夫
で
す
か
」

と
声
掛
け
し
た
こ
と
も
あ
る
程
、
多
種
多
様
な
事
業
に
驚
く
ば
か
り
で
し
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
社
協
組
織
の
存
在
・
活
動
内
容
が
町
民
全
体
に
ま
だ
ま
だ
十
分
に

知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
残
念
で
す
。
ま
た
、
福
祉
＝
高
齢
者
と
思
わ
れ
て
い
る
方

が
多
い
の
で
す
が
、
福
祉
は
す
べ
て
の
か
た
の
た
め
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
も
っ

と
町
民
の
方
に
周
知
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
私
は
住
民
の
一
人
と
し
て
皆
さ
ん
の
声
を
届
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
幸
せ
な
町
づ
く
り
」
を
し
て
い
く

た
め
に
誰
も
が
隣
の
人
を
気
遣
い
支
え
合
え
ば
、
そ
の
地
域
に
孤
立
者
は
い
な
く
な

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
お
互
い
に
見
守
り
合
い
な
が
ら
、
こ
の
高
齢
化
社
会

を
が
ん
ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
今
、
世
の
中
に
命
の
尊
さ
が
軽
ん
じ
ら
れ
て
い
る

報
道
を
聞
き
ま
す
と
、
や
り
切
れ
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
地
域
の
皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
日
々

を
め
ざ
し
、
社
協
副
会
長
と
し
て
お
返
し
で
き
た
ら
と

思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
、
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　

副
会
長　

天　

野　

美　

子
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【優良青少年団体及び青少年知事表彰とは】
　健全な青少年活動を助長するため、積極的に青少年活
動を行い、その行為が特に賞すべきであると認められる
ものに対して表彰されるものです。

【久万山五神太鼓保存会少年組について】
　昭和63年4月1日に設立され、幼少期から伝統芸能に
触れることで郷土久万高原町を愛し地域貢献できる子ど
もに育てることを目的に活動しています。地域の高齢者
施設を慰問したり、イベントなどに積極的に出演し、見
てくれる人に感動を与える演技を目指しています。
　今回、その長年の活動が認められ受賞されました。

久万山五神太鼓保存会　少年組

　指導者である池田信行さんは、久万山五神太鼓保存会副会長をされており、ご自身も活躍されて
います。朝は、通学路に立って子ども達に声かけをして、いつも、地域の子ども達を温かく見守っ
てくださるボランティア活動に熱心な方でもあります。子どもたちが、この活動を通して達成感を
感じ、久万高原町の貴重な文化の継承者として活動してくれることを願い「褒めて、褒めて、厳し
く」を心がけ、日々指導されています。

優良青少年団体及び青少年知事表彰受賞

　10月13日（木）、ひめぎん
ホールにて、第64回愛媛県社
会福祉大会が開催され、久万
高原町から約70名の方が参加
されました。
　長年の福祉活動や地域福祉
の向上にご尽力された功績に
より、表彰された皆様をご紹
介します。
　今後も益々のご活躍をご祈
念いたします。

受賞おめでとうございます

民
生
・
児
童
委
員
表
彰

舘
野　

久
子 

様

（
柳
谷
地
区
）

永
年
勤
続
表
彰

長
谷　

辰
子 

様

（
柳
谷
地
区
）

民
生
委
員
・

児
童
委
員
功
労
表
彰

三
好　

安
子 

様

（
柳
谷
地
区
）

社
会
福
祉
協
議
会
・

民
間
社
会
福
祉
団
体
功
労
表
彰

團
上　

笑
子

（
久
万
高
原
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

愛媛県知事表彰 愛媛県民生児童委員
協議会会長表彰

愛媛県社会福祉協議会会長表彰

第64回
愛媛県

社会福祉大会
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　NPO法人えひ
め311副代表理事
兼事務局長　澤上
幸子氏を迎え、東
日本大震災での体
験や震災の風化を
防ぐための活動に

ついてお話ししていただきました。
　災害のすさまじさを映像でふり返るとともに、
今なお避難所生活を余儀なくされている方の生活
の様子など改めて災害の恐ろしさを感じ、減災に
ついて考える機会となりました。

　東雲短期大学の杉本詠二氏を迎え、認知症につ
いてお話ししていただきました。
　認知症高齢者のこころとからだの仕組みや認知
症の方へのかかわ
り方・予防方法な
ど、ご自身の体験
を交えながらユー
モラスに説明して
いただき、「認知
症」とうまく付き
合うコツを教わり
ました。

　8月26日(金)NIKONIKO館において育和
会職員のみなさんを対象に、「生活に困って
いる人がどのようにすれば安心して暮らして
いくことができるのか」考えていただく講座
を開催しました。自宅で生活したいが十分な
お金がない、仕事をしたいが上手く職を見つ
けることが出来ない、そういった時の支援や
サービスについて改めて考えていただく機会
になりました。

　9月27日（火）、久万高原警察署において署員のみなさんを対象に認知症サポーター養成講座を実施し
ました。
　地域包括支援センター職員による「認知症」の講義のあと、社協職員が扮した認知症高齢者に声をか
け、認知症の人への良い接し方や、接する時の心構え等について考えました。
　また、高齢者疑似体験セットを装着し、日常生活で感じている不便さ等を体験していただきました。

生活・介護支援サポーター養成講座平成28年度

第2回 第3回
「震災から学ぶ」 

8 月 24日（水）
「認知症と付き合う」 

9 月 1日（木）

認知症サポーター養成講座
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～久万高原町のふれあい　　　　　　　サロン紹介～

　若山サロンは2ヶ月に1回若山集会所に集まり、カ

ラオケや談笑、レクリエーションなどをして交流して

います。この日は面河駐在所の方にお越しいただき、

詐欺の被害にあわないための勉強をした後、みんなで

食事をしながら交流を深めました。高齢化が進み、組

内での行事も難しくなってきていますが、今後も世代

を越えたつながりを大切にしていきたいです。

“若山サロン” 〈面河地区〉

～久万高原町のふれあい　　　　　　　サロン紹介～

　10月1日より赤い羽根でおなじみの「共同募金運動」が始まっています。
赤い羽根共同募金運動は、昭和22年に「国民たすけあい運動」として始ま
り、今年で70回目を迎えました。
　お寄せいただいた募金は、福祉推進のために役立たせて頂きます。

　1回200円で、久万高原町社協のキャラクターのくーちゃん、
まーくんや久万高原町のイメージキャラクターゆりぼうのイラスト
入缶バッジが出てきます。軽トラ市などのイベント時に設置してい
ます。また、県庁やとべ動物園、えひめこどもの城などには、県の
ゆるキャラみきゃんのガチャポン募金箱もあります。見かけたら、
ぜひ試してみてくださいね。

赤い羽根共同募金運動

気軽にできるガチャポン募金

今年も皆様の温かい、ご協力をよろしくお願いいたします。

じぶんの町を良くするしくみ。
～あなたの募金は、私たちの町へ～
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遊食祭 くまくるまるしぇ 社協ブース報告

第42回

9/25
面河地区

●面河本組サロン

▲▲ 赤飯、惣菜、野菜等 ▲

◎応募資格
　・介護福祉士又はホームヘルパー2級以上の有資格者
　・普通自動車運転免許所有者

社会福祉法人　久万高原町社会福祉協議会
TEL（0892）56－0750

非常勤訪問介護員
（ホームヘルパー）

募集中！！ 連絡先

第43回

10/23
美川地区

●中黒岩サロン

▲▲ バラずし、煮物、野菜等 ▲

今後の行事のご案内〈11月～12月予定〉

◎惣菜や赤飯など、清流郷面河で育てた原材料で作りました。

◎行きかうお客さんと会話を交えながら、あん入り餅や、蒸しまんじゅうなども販売
しました。

時　間　10：00～14：00
場　所　久万町商店街

軽 ト ラ 市
遊食祭くまくるまるしぇ
社協ブースのご案内

　社協ブースでサロンの方々等が趣向を凝らして、手作り
品などの販売を行っております。
　ぜひお立ち寄りください。お待ちしております。

第44回

11月27日
柳谷地区

第45回

12月25日
久万地区
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久万高原町社会福祉協議会編集・発行 /社会福祉法人

〒 791-1501 愛媛県上浮穴郡久万高原町上黒岩 2920番地 1
本　　所 TEL（0892）56-0750 FAX（0892）56-0166　久万支所 TEL（0892）21-0800 FAX（0892）21-3040
面河支所 TEL（0892）50-1833 FAX（0892）50-1836　柳谷支所 TEL（0892）54-2941 FAX（0892）50-1417

心配ごと相談  開設時間  9時～12時
地区 開　設　場　所 12月 1月 2月

久万 久万町民館 20日（火） － 20日（月）

面河 面河住民センター 20日（火） － 20日（月）

美川 社協本所2Ｆ － 20日（金） －

柳谷 社協柳谷支所 － 20日（金） －

司法書士法律相談　開設時間10時～12時
地区 開　設　場　所 12月 1月 2月

美川 社協本所2Ｆ 5日（月） 5日（木） 6日（月）
※予約が必要ですので、社協本所56-0750へ事前にご連絡ください。

　今年の4月から、柳谷デイサービスを利用しています。これま

でも利用を勧めてもらっていましたが、畑仕事などを優先して

行っていませんでした。でも、同じ地域の人たちが楽しそうに

デイサービスへ行っている様子を見て、私も行くことにしたと

ころ、「もっと早く来れば良かった。」と思うくらい楽しくて、

今ではデイサービスの日が待ち遠しくてなりません。家にいる

と、つい畑仕事などを無理し過ぎて体の痛みに悩んだり、悪いことばかり考えて自分を責めた

りしていましたが、デイサービスに来るようになって、体が楽になって気分も晴れるようにな

り「1日でも長く元気で生きたい」と思うようになりました。そんな楽しい時間を過ごさせても

らっていることに感謝しています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （柳谷地区　中津）

大石　凉子さん

相談所開設のご案内 お気軽にご相談ください。

弁護士法律相談　　開設時間10時～15時
地区 開　設　場　所 12月 1月 2月

久万 久万町民館 － 6日（金） －
※予約が必要ですので、社協久万支所21-0800へ事前にご連絡ください。

※事前に久万高原町役場防災無線放送でお知らせします。

　毎日、農林業をしに両親が住んでいる美川地区程野

に帰って来ています。農作業をする時おふくろから

は、時合い（ころあい）のアドバイスを貰い、おかげ

で芋、豆、そば、小麦、こんにゃくなどたくさんの野

菜が上手くできています。また、親父には、40町歩も

の山林を整備して守ってくれていたおかげで山仕事も

でき感謝しています。今後も両親にアドバイスをもら

いながら、二人が守ってきた土地を引き続き守りたい

と思います。　　　　　　　　　　（美川地区　有枝）

左から　和泉　十郎さん
　　　　和泉　盛惠さん
　　　　和泉　康則さん


